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 12月の物語            御受難修道会司祭 来住英俊 

 私の若い頃は、12月と言うと「忠臣蔵」

でした。 映画やドラマで新作が何度も作ら

れ、旧作がテレビで再放映されました。 武

装した屈強な男たちが白髪頭の老人を追い

かけ回して殺すという物語があれほど日本

人を引きつけたのは、今になってみると不

思議な気がします。 討ち入りに至るまでの

艱難辛苦に耐える姿、自己犠牲が心に触れ

たのでしょう。 そして、クライマックスの

降り積もる白い雪と赤い鮮血のコントラス

トが印象的です。 

  世界中のクリスチャンにとっては、12月

と言うとクリスマス映画の季節です。アメ

リカでは「素晴らしきかな人生！」という

フランク・キャプラ監督の名作(1946年)が

毎年、定番のように放映されるそうです。

そして、もちろん、「クリスマス・キャロ

ル」。 ディケンズの小説が原作ですが、い

くつもの映画が製作されています。 

  クリスマス映画というのは、イエス・キ

リストの降誕を祝う良き日に、疎遠になっ

ていた人々が和解するというストーリーで

す。 降り積もる白い雪の中で、和解が進行

します。家族や友人と和解するのですが、

そこには自分自身の過去との和解も含まれ

ています。「クリスマス・キャロル」のス

クルージー老人は頑なになっていて周囲の

人ともうまくやれませんが、そこには自分

自身の過去が受け入れきれないことも原因

になっています。クリスマスの精霊に導か

れて、辛いことばかりと思い込んでいた自

分の過去にも善い人との出会いがあったこ

とを思い出します (特に優しかった妹) 。

そして自分の周囲にある恵まれない人々に

巻頭言 

も思いを寄せるようになります (特に足の

悪い少年ティム)。 

  和解はキリスト教の最大のテーマです。

「十字架を通して二つのものを一つの体と

して神と和解させ、十字架によって敵意を

滅ぼしてくださったのです。」(エフェソ 

2章16節) 

 家族で一緒に同じ映画を見るということ

は少なくなってきたようです。パソコンで 

Netflixから配信される映画を一人で鑑賞

するというスタイルがこれからは多くなる

でしょう。 しかし、今ならまだ DVDを再

生できるテレビが家庭にあると思います。

この降誕節に、ご家族を誘ってクリスマス

映画の名作を一緒に見ませんか。「クリス

マス・キャロル」ならジョージ・C・ス

コットが主演したバージョンがおすすめで

す。貧相な老人(実は金持ちです) として

描かれることの多いスクルージが、 この

バージョンでは 堂々たる紳士になってい

ます。 私にはこの方が納得できます。

「クリスマス・キャロル」の色々なバー

ジョンにはそれぞれ工夫があって、見比べ

るのも楽しいです。家族を誘う前に、自分

で見て確かめるようにした方がよいでしょ

う。 

 「キリストに代わってお願いします。神

の和解を受け入れなさい。」 

                         

(第二コリント 5章20節) 
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 1２月のガラスケースのみ言葉 

今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった  

ルカ2章11節  

 12月のみ言葉についての解説        中村克徳 神父 

 
 私がまだ小学生の頃、12月に入ると新

聞の折り込み広告が気になって、毎日欠

かさずチェックすることを怠りませんで

した。それは子供向けの玩具のチラシが

気になって仕方がなかったからです。チ

ラシを隈なく確認して、その年のお目当

ての玩具を見つけると、その写真に密か

に印をつけておくのです。すると24日の

クリスマス・イヴの夜に、サンタクロー

スがやってきて玄関の呼び鈴を鳴らし、

ほしかった玩具を手渡ししてくれまし

た。お目当ての玩具を手に入れた私は大

喜びで、願いをかなえてくれたサンタク

ロースに感謝したものです。 

もちろん高学年にもなると、玩具は両

親が買ってくれたものであり、サンタク

ロースに扮した玩具屋の店主がクリスマ

ス・イヴの日に配達してくれるのだと気

づくのですが、玩具欲しさに小学校を卒

業するまで気づかないふりをしていまし

た。幼い私にとってクリスマスとは、お

ねだりすることなく玩具を手に入れられ

る最高の日となっていたのです。 

では、イエス様がお生まれになった

2000年前のベトレヘムで起きた出来事を

振り返ってみましょう。最も大きな喜び

に包まれたのは誰だったのでしょうか。

ルカ福音書には、羊飼いたちが野宿をし

ながら夜通し羊の番をしていたことが綴

られています。羊飼いは当時のあらゆる

職業のうちで、最も過酷な仕事として知

られていました。夏の太陽がじりじりと

あたりを照らす炎天下でも、凍てつくよ

うな冬の寒さの中であっても、昼夜を問

わず羊を外敵から守るために交替で羊の

番をしなければならなかったからです。そ

のため、自ら進んで羊飼いの仕事を引き受

けようとする者はなく、食べていくために

やむを得ずこの仕事に就く人がほとんどで

した。そのような環境は彼らの健康を蝕

み、短命のうちに人生を終えていったので

す。彼らにとっての唯一の希望は、いつか

救い主が現れて、自分たちの窮状を見て憐

れに思い、根本から状況を作り変えてくれ

ることでした。 

彼らがいつものように羊の番をしていた

冬の日の夜のことです。突然光り輝く天使

が現れて、彼らに言いました。「恐れる

な。わたしは、民全体に与えられる大きな

喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなた

がたのために救い主がお生まれになった。

この方こそ、主メシアである」。彼らは驚

きつつも家畜小屋として使われている洞窟

へ行ってみると、若い夫婦と生まれたばか

りの幼子を見つけたのです。羊飼いたちは

主メシアである幼子を礼拝した後、神に賛

美を捧げながら再び羊の番に戻っていきま

した。彼らはこの場面しかルカ福音書に登

場しないのですが、彼らは自分たちの人生

に一縷の希望を見出したに違いありませ

ん。 

人間にとっての本当の喜びとは何でしょ

うか。それは、欲しい物を手に入れた時に

感じる希薄なものではなく、人生を根本か

ら変えてくれるような出来事に直面した時

に、霊魂の根幹から沸き起こってくるもの

ではないでしょうか。今年のクリスマス

は、物質的な豊かさに望みを置くのではな

く、人間性そのものを豊かにしてくれる神

からの豊かさに希望を持ちたいものです。
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 ワールド・ユース・ディ Lisbon 2023 に参加して   その３ 

                               島田祐祈 

こんにちは、大学４回生になりました

島田祐祈です。3ヶ月連続となりますが、

三島陽君、四倉夏君と参加してきたワー

ルドユースディの報告をさせていただき

ます。先月は野宿をしているところで終

わっていると思うので、その続きです。 

 

8月6日 

日本と気温はほとんど変わらないポル

トガルといえど、夜は冷え込みますし、

海際での野宿ということもあって、寒さ

で朝早くに目が覚めました。おかげで閉

幕ミサにむかうパパ様を間近で見ること

ができました。前日の晩は人だかりがす

ごくて「なんとか見える」という程度で

したが、朝はみんな眠っていることもあ

りしっかり見ることができました。ミサ

では教皇様は「イエスを心に迎え入れ、

イエスのように愛すること、それこそが

私たちを輝かせる」「イエスの言葉に耳

を傾けること」「恐れず行動すること」

を強調されていました。もちろんスペイ

ン語もイタリア語もわかるはずがないの

で、あとから翻訳を読んだだけですが、

強調されたい部分は伝わってくる表現力

豊かなお説教でした。ミサ後気温が上が

り始めたことと寝不足とが重なり、体調

不良者も出ました。そのうえ地下鉄は入

場制限がかけられるくらい、ごった返し

続けていました。前日歩いた時間と同じ

時間をかけて、這々の体で宿舎に帰り着

きました。ちなみにイタリア人を始めと

した海外の若者はこの日のうちにファ

ティマに巡礼に行く（しかも歌い踊りな

がら向かっていくという）鬼の体力を目
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の当たりにして衝撃を受けました。 

8月7日 

 ひ弱な日本巡礼団は日を改めて、ファ

ティマ巡礼に向かいました。宿舎からバス

で2時間くらいの距離でした。前日からポル

トガルはこの夏一番の暑さということで、

「灼熱のファティマ」という思い出になり

ました。ファティマは第一次世界大戦中の

ポルトガルで、３人の牧童の前に聖母が出

現した地です。当時は樫の木の上に出現し

たそうですが、今はとても綺麗に整備され

ていて、出現場所に建てられた教会や、牧

童の一人の遺体が安置されている教会を巡

りました。また、ファティマの聖母といえ

ば、王冠を被っていることが有名ですが、 

その313個の真珠と2679個の宝石でできた金

の王冠を博物館で見ることができました。

（もっとも説明書きは読めないので、レプ

リカか本物かはわかりませんが、僕は本物

だと信じています）その後は、1万人以上は

収容できそうなほど広い聖堂でミサに預か

り、木陰で黙想して（休んで）帰りまし

た。 

 

8月8日 

最終日ということで海水浴に行ったり、

お土産を買いに散策したりとリスボンの街

を満喫しました。翌朝４時に宿舎を出発し

ポルトからイスタンブール、そこで8時間の

トランジットを経て8月10日の午後7時羽田

空港に着陸しました。 

 

さて、僕がWYDで得たものは、一生分の熱

量です。同じ信仰を持つ世界中の若者がこ

んなにもイエス様を求めている、そのこと

に衝撃を受けました。歌って踊って叫んで

自分たちの信仰を表現する、そのパ

ワーを浴びたことは、なににも代えが

たい経験です。どこで役に立つかはま

だ分かりませんが、必ずこれからの人

生に活きてくると思います。なにか次

の一歩に勇気が欲しいとき、この熱を

思い出せれば、良い方向に自信を持っ

て進んでいけると思います。 

 

慣れない乾燥した気候の下で長時間

の歩行移動のために体調不良を起こし

て、行動をともにした巡礼団の多くが

全行程に参加できませんでした。その

中でも僕たち３人はポルトガルの間は

元気に行程を全うすることができまし

た。これは、神様のお恵みと皆さまの

お祈りのおかげに他なりません。たく

さんの支えをいただき、感謝してもし

きれません。本当にありがとうござい

ました。 
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10月29日（年間第30主日） 

「あなたの神である主を愛しなさい。隣人

を自分のように愛しなさい」 

        マタイ22章37～39節より 

二ヶ月ぶりに開催された大人の日曜学校で

は、律法の中で最も重要な掟についてイエ

ス様が語った箇所について語り合いました。 

たった二つの掟ですが、それでも参加者の

皆さんそれぞれの感じ方、受け止め方が違

う事にあらためて自分の視野の狭さを感じ

るとともに、ほかの方の意見を理解し耳を

傾けることは、「隣人を自分のように愛し

なさい」（マタイ22・39）に通ずる部分も

あるなと、自分の意見にとらわれ傾聴出来

ない自分に恥ずかしさを感じながらも、皆

さんの思いと笑顔を分かち合うことが出来

ました。 

最近『神に愛されている』ということにつ

いて考える事がよくあります。私たちは神

に愛されているということについて言葉と

しては知っていますが、本当に実感してい

るのでしょうか？ 

このふたつの『・・・愛しなさい』（マタ

イ22章37，39節）という愛の掟が実行出来

ず、「主が自分を愛するように強制してい

る」、「隣人を愛するなんて無理。」と、

心が感じてしまうときは、『神に愛されて

いる』ことを見失っている時なのではない

でしょうか？ 

『神から愛されている』と実感出来ている

ときは、この二つの『・・・愛しなさい』

（マタイ22章37，39節）を受け入れる事が

できるときだと思い、また、神から愛され

ているという喜びこそが、自分の心に愛を

満ち溢れさせ、この二つの愛の掟を実行さ

せる、溢れる原動力になるのだと思いま

す。 

「心を尽くし、精神を尽くし、思いをつく

し」（マタイ22・37）というみことばは、

私たちへの掟の言葉となる前に、本当は神

がどのように私たちを愛して下さっている

かを説明しているみことばであり、イエス

様がこの二つの愛の掟を示して下さったこ

とこそが、父である神が私たちをこのよう

に愛しているという証であると受け取る

と、自分の心の杯に神の愛が満ち溢れてく

るような気持ちになります。 

日ごとの人との交わりの中で、神から愛さ

れていることを思い出し、自分のエゴに捉

われず、神の器（無私）となって、この溢れ

る愛で隣人を愛することが出来ますように。 

                 

11月19日（年間第33主日） 

  福音：マタイ25章14～30節 

 この福音個所は今まで少々負担に感じる

ところであった。ましてや（主人が）僕に

預ける1タラントンが20年分の賃金と知っ

て、正直「とんでもない！そんなに預けな

いでください」と思った。そんな少し重い

気持ちでこの集まりに参加した。 

 ある方がこんなことをはなしてくださっ

た。ルカ19章11～27節にこのマタイとよく

似たムナのはなしがある。主人は「悪い

僕（しもべ）よ、わたしはおまえのその言

葉によって、お前を裁く」と告げる。主人

は僕がお金を増やさなかったのをせめてい

るのではなく僕が主人を「厳しい方ですか

ら、怖かったのです」というそのことばで

裁くといわれている。 

 主人は、信頼されていないことで僕を裁

いたのではないかと言われた。なるほどと

思った。たいしたタレント、才能もないの

にどうすればいいのだろうとおもっていた

が神様はわたしを信頼して多くのものを与

えてくださっていた。2倍3倍と考えるので

はなく主を信頼して進んでいくことが大切

なんだと気づいた。 

 その方は、「イエスよ、あなたに信頼し

ます」とかいてあるカードを見せてくだ

さったが、わたしも同じカードを持ってい

たのにその言葉に気が付いていなかった。

だいじなことに気づかされたわかちあい

だった。「イエスよ、あなたに信頼しま

す」は、わたしの大切ないのりとなった。 

               

10月・11月 大人の日曜学校だより 
                          研修委員会  
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 待降節黙想会の開催のお知らせ 

             研修委員会  

以下のとおり、待降節黙想会を開催致しま

す。 

開催日：12月10日（日）待降節第２主日 

場所：カトリック池田教会 聖堂 

指導：フリオ・トレス神父 

      （クラレチアン宣教会） 

テーマ：『カトリック教会の将来を考え

る』―新たな形で開かれたシノドスを深め

る為に― 

 当日のおおよそのスケジュール 

・午前9時～午前10時15分 主日のミサ 

 （第一講話 主日のミサ中） 

・午前10時25分～午前12：00  

  第二講話・許しの秘跡  

 尚、第二講話では皆さんから頂きました

質問についてシドノスとも関連付けてご指

導頂く予定です。 

 講話の終了後、許しの秘跡の時間を設け

ますので、よろしくお願いいたします。 

 「ドレミの会」はコロナ禍で3年ほど休み

ましたが、昨年11月より再開したところ、

前と変わらず、沢山の障害を持った会員が

参加し、家族の方にも大歓迎されました。 

やはり彼らには必要な場所だったのだ

と、スタッフも勇気をもらいました。 

  

そこで皆様にお願いです！ 

 12月9日（土）に「クリスマス会」を行

います。皆様のお家に眠っている小物を、

ご寄付ください。現在30名の会員が、参加

しています。年齢は20代から40代、男女は

半々です。楽しいクリスマス会が開けます

よう、ご協力をお願いいたします。 

  

11月1日より12月初めまで、カール記念館

和室にダンボールの箱を置きますので、そ

の中に入れてください。いつも皆様の暖か

い応援に感謝しています。 

                                       

ドレミの会 村嶋  

コロナ禍で中止していたガレージセール

を１０月２２日（日）に４年ぶりに開催し

ました。カール記念館のホールに秋冬物の

古着やコートを、新品のタオルや品物は

テーブルの上に並べました。また、福島か

ら取り寄せた果物（リンゴ・ブドウ）も販

売しました。 

当日はお天気にも恵まれ、多くの方が買

物に来て下さいました。お陰さまでブラン

チからのカンパ、果物の販売益と合わせ

て、なんと、56,350円の収益がありまし

た。この収益金は毎月行っている支援募金

等と合わせて、年度末に各支援先に送金する

予定です。ご協力ありがとうございました。 

４年ぶりのガレージセール  
             社会活動委員会  

 「ドレミの会」からのお願い！ 

池田教会が七五三を祝う  
     十一月十九日 ミサ後に 

 三家族四人のお子さんが昔ながらの千歳

飴を戴く。お子さんは屈託なく、大人にぶ

ら下がっている。 
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 11月は故人や終末に関係した記念日が多

い。1日が‘諸聖人の祭日’、2日は‘死者

の日’、26日は‘王であるキリストの主

日’、すなわち、‘終末の主日’であり、

‘死者の月’と呼ばれている。 

 年間第31主日(11月5日)の午後には、池

田教会聖堂の聖壇の前に池田教会の交わり

の中で一生を終えた人々の写真額が並べら

れて、その全ての死者が記念され、追悼さ

れ、終末に備えてキリストとの交わりの中

で復活に与かることを祈るミサが中村克徳

司祭の司式で厳かに捧げられた。参列者50

余名の中には東京から来られた信徒の姿も

あった。 

 ミサの終了後には多くの参列者が池田教

会聖堂に隣接する納骨室で墓参りをされ

た。 

死者のために追悼し、 

 復活を祈るミサが開かれました 

ノノイ・プラザ神父の近況 その３    ノノイ・プラザ神父様は先月の10月にイ

ンドで開かれた2023年度PASPAC大会に参加

されました。ＰASPAC大会とは、御受難会共

同体の、一定の地区の集りの事だと思われ

ます。その時の写真の中から、数枚を皆さまと

シェアさせて頂きます。 

ご覧のように、現地インド出身の聖職者

だけではなく、いろいろな民族の御受難会

員が集まっておられます。大会の主な目的

は研修であったのでしょうが、それだけで

はなく、現地の方々との文化的な交流が行

われた事が見て取れます。講話をなさって

いる神父様の額をご覧ください。ティラッ

クと呼ばれる額の上の点なのですが、これ

を描く混合物は額を冷す物質で出来てい

て、瞑想、内省の助けとなるものだという

ことです。古くからインドに伝わる文化

的、宗教的風習です。ノノイ神父様もティ

ラックを試して見られたそうです。 

このような事柄を見ても、人々の心に溶

け込もうとする御受難会の宣教方針のおお

らかさ、温かさが感じられます。民族舞踊

の鑑賞も、そのような文化的交流の一つで

あったのでしょう。 
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   教会の草花に酷暑の水遣りと樹木に晩秋の剪定で労わる 

 今夏の日本の気温は過去と比べると1.5

度Cも高かったと報道されて、外出を避

け、室内で閉じ篭もざるを得なかった7

月～9月を想い出す。10月初頭に１週間

遅れて咲いた朱色のヒガンバナに安心し

て池田教会に来ると、部分的に黄色に変

色した芝草に水遣りをする方々や中庭に

集中する可憐な地植えと鉢植えの草花が

迎えてくれた。最高温度にならない昼前

に欠かさずに水遣りがなされたに相違な

い。そうしないなら、例年でも強い日差

しと少雨では中庭の針葉樹でも一夏で枯

れる程なのだからだ。 

 10月の中旬に、いつものように、池田

Ⅱ地区のご婦人から電話で 11月１日

（水）に池田市シルバー人材センターの

職人さんに教会樹木の剪定をお願いした

左と上の写真にある聖堂の軒より高く成長した

モチノキとイヌマキは今夏も成長し続けて、冬

季に落葉して聖堂雨樋を詰まらせたり、幹を通

しての給水などで樹木に負担を課す。剪定を深

めにしたのは老木への労わりのつもりである。 

との連絡が入った。そこで、毎年の恒例に

なっている剪定された新枝と新葉の袋詰め

作業の準備を始めた。「このようなご連絡

も今年限り」と例年になくそのご婦人は寂

しげであった。 

 当日は、シルバー職人が切り落とした枝

と葉を70リットルのビニール袋に入れる7

名の男性シニア信徒と16名の女性シニア信

徒の合計23名の方がボランティアとして参

加された。9時～12時で32個の重い大袋が

東側道路に並べられた。その女性メンバー

の一部は中華おこわをメインとするランチ

を調理し、その昼食は男性信徒が「これが

目当てよ」と本音を吐いたほど美味しかっ

た。また、昨年まではボランティアとして

参加した80代のシニア、二人、の姿がな

く、「移動が辛くなって」が不参加の理由

だと知らされた。 
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『完全版下山事件最後の証言』（平成

一九年）―トラウマとしての戦後混乱

期               直 

「ご近所の○○さんは下山総裁の親族にあ

たる」、すでに他界後久しいオヤジが晩酌

しな 

がら話していたのは、たぶん六十年以上も

前のことだった。だから、せいぜい小学校

四、 

五年生だったわたしには、そのとき耳にし

た下山事件というのは謎めいた判じ物でし

かな 

かったはずだ。だが、「下山事件」の四文

字はいつのまにか記憶に刻まれていたのだろ

う。 

そうでないと、老境に入ったいまごろに

なってなぜ、文庫本で六百ページにおよぶ

この 

本を図書館で衝動的に借り出し、一気に読

みとおすようなことをしたのか説明がつか

ない。 

わたしが産まれる前年、昭和二十四年七月

五日朝、出勤途中に車を待たせたまま日本

橋三越本店南口で姿を消した初代国鉄総裁

下山定則（しもやまさだのり）は、翌六日

未明、常 

磐線北千住駅と綾瀬駅の中間点で轢死体と

なって発見された。(10) 五つの部分に切断

され、九十メートルにわたって散乱した遺

体がどんな状態だったかは想像がつく。自

殺か他殺か、そこに関心が集中した。列車

にひかれるまえに、総裁は誰かに殺された

（瀕死状態の）あげくに常磐線上に遺棄さ

れたのか、そうではなくて列車と衝突直前

まで生きていて、自らの意思で死を選んだ

のか、警察、マスコミ、はては医学界まで

も二分する喧々ガクガクの議論に発展し

た。朝日・読売・警視庁捜査二課・東京地

検・東大医学部⇒他殺説、毎日・警視庁捜

査一課・慶応医学部＋元名大法医学教室教

授⇒自殺説、政府までもが有力情報をもと

め百万円（現在の四千万円）の賞金提供を

おこなった、という。(179) 

  み ん な の 談 話 室  

令和の現在では「自殺説」が有力となりつ

つあるとか。自殺したくなる理由は明々

白々。 

当時誕生間もない国鉄は「誕生からわずか

二ヵ月のうちに、約九万五千人にもおよぶ

馘首（かくしゅ）を余儀なくされた」。

(41) 

 初代総裁最大の仕事は、国鉄合理化のた

め、首切りを労組に宣告することで、その

心労から総裁には事件直前「奇行」が目

立っていたともいう。(60) 

だが他殺説も強い。他殺説をとる本書は、

総裁が迎えたかもしれない（と著者が考え

る）ショッキングな最期を具体的に紹介し

ている――三越から数人の男たちに誘拐拉

致された総裁は、監禁中に暴行を受け血管

から血を抜かれて失血死したのではない

か、というのである。黒幕に東北地方の国

鉄電化工事、ダム建設などの公共工事で利

権を手にできず、大損害を被って総裁を恨

んでいたある人物だろう、と最後に示唆ま

でしている。(584) 

ここまでくると、ドキュメンタリーという

よりも推理小説なのだが、総裁殺害の真犯

人捜しは、あえて言うと本書の目的ではな

いようにもみえる。そうではなくて、事件

に関連して残された証拠を頼りに、インタ

ビューや推論を続けるなかで、戦前から戦

後混乱期に至る日本社会や政財界で活躍

（暗躍）した著名人が、下山事件との関わ

りで、どう動いていたのか、その一瞬の姿

をスケッチすることにこそ、筆者の関心は

移っていったようにみえる。自身はもちろ

んのこと、著者柴田哲孝（しばたてつた

か）一族は「大叔母、母親などの血族があ

る意味で下山事件の当事者」（16）にあた

るらしい。事件とは浅からぬ縁をもつ人た

ちなのである。そうした一族の暮らしぶ

り、膨大な資料、それにジャーナリストと

しての人脈を伝って対面した数十人にのぼ

る重要関係者の証言をもとに、当時の錯綜

した社会情勢とその裏でうごめく昭和の神

話的存在たる有力政治家や経済人（右翼の

大物田中清玄、ロッキード事件で名をはせ

た児玉誉士夫、吉田茂、佐藤栄作、岸信
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      今月の表紙の絵について 

 表紙の絵は、「眠る幼子といる聖母」とい

う、43×32センチの小さなテンペラ画であ

る。イタリアのルネッサンス期の巨匠、アン

ドレア・マンテーニャ（1431～1506）の初期

の作品で、1465～1470年頃に描かれた。個人

的な祈祷のために制作されたもののようで、

現在はベルリン美術館に所蔵されている。 

 黒い背景の中で、錦織のマントにぐっすり

眠る幼子イエスを包み込み、両手で我が子を

そっと支える聖母の、万感の思いをこめた瞳

には胸を打つものがある。神の子を育てると

いう重い責任感、ひたすら我が子をいとおし

く感じる心が、そのやさしく思いつめた視線

に表されている。聖母の頭上に光輪がないの

で、なおさら母親の愛情がじかに伝わってく

る。 
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S.I. 

アルファ・コースの思い出 
              T.M.         

畠神父様のご指導のもとで、第１回のア

ルファ・コースが開催されたのは、2008年

4月19日でした。神父様を初めとして24名

の方々の参加で始まり、月の第1、第3土曜

日の10：00から13：00までと予定されまし

た。昼食は女性有志の方々が準備してくだ

さいました。心のこもったお料理のおいし

かったこと！ 今でもその光景が甦ってき

ます。プログラムは、「キリスト教と

は」、がテーマで、ニッキー・ガンベルさ

んのわかりやすい解説のDVDで始められま

した。皆さんの緊張感は次第にほぐれてゆ

き、暖かい雰囲気のもとで進行してゆきま

した。 

 参加者の中に、私の弟 阿久津 清が

入っていました。弟は私の信仰は認めてい

ましたが、神様を信じることはできないと

申しておりました。しかしアルファ・コー

スへの出席回数が増えるにしたがって信仰

に興味を持ちだしました。一年が終わるこ

ろ、イエス・キリスト様の存在を口にする

ことが多くなり、新聞にカトリックの記事

が掲載されるとすぐに切り抜き、私にくれ

ました。無神論者であった弟が受洗したい

意向を伝え、その後洗礼のお恵みをいただ

くことになりました。日生中央教会の共同

体では、たくさんの方々が友人となってく

ださいました。独り暮らしの弟はとても嬉

しかったと報告してくれました。日生中央

教会の社活では釜ヶ崎のお手伝いや教会の

電話当番、一人暮らしの方の教会への送迎

など、積極的にかかわっていたようです。 

 2018年に右肺癌を発症し、その後左肺野

部を侵され、そして頸椎へ転移して激痛が

襲いかかりましたが、私に苦しみを訴える

ことはほとんどありませんでした。2021年

10月21日、自宅療養しておりました弟は、

私の訪問を待つことなく、誰からも看取ら

れることなく、命が断たれました。「なん

で待っていてくれなかったの」と私を頼っ

 ( みんなの談話室 了 ) 

ておりました弟の死に、何もしてやれな

かった私のふがいなさを思うと、あふれる

涙をこらえることができませんでした。 

 後日、日生中央教会において、中村神父

様の司式のもとに葬儀ミサが執り行われ、

たくさんの方々が参列してくださいまし

た。中村神父様は弟との出会いを喜んでく

ださり、また暖かいお話をしていただき、

家族の喜びは例えようもありませんでし

た。神さまに召されて4年の月日が経ちま

した。  

 弟を信仰へ導いてくださったアルファ・

コースには感謝しかありません。 
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編 集 後 記 

 今年の気温の変化についていけないの

は私たち人間だけでなく、植物や野生動

物も同じようだ。  街中はクリスマスツ

リーが飾られて、年の瀬も近いのになん

だかまだ秋のような変な気分になる。 

 

 木々のほうも、紅葉して良いのか悩ん

でいるのか今年はまだらだと気象予報士

さんが言っていた。野生動物も暑い夏を

乗り越えたのに、餌となるものが少なく

て、しんどいなぁと思っているのかもし

れない。 

 

 戦闘や自然災害などたくさんの人の血

と涙が流れているけれど、どうかクリス

マスだけは人も動植物もみんなが平和に

過ごすことが出来たら良いなと毎年願い

ます。 

        Ana 

     宝塚黙想の家からのお知らせ 

■ 日帰り黙想会 10：00～15:30 

 12月21日(木）指導：染野 治雄 神父 

 12月22日(金) 指導：山内 十束 神父  

■ 一泊黙想会 

 12月15日(金）17:00～16日(土）15：30 

   指導：染野治雄 神父 

■ カトリック教会のカテキズム 

  12月06日(水) 10:00 ～ 12:00  

   12月20日(水) 10:00 ～ 12:00 

    指導：染野 治雄 神父 

■ 聖書の基本 

  12月06日(水) 10:00 ～ 12:00 

   12月20日(水) 10:00 ～ 12:00  

   指導：山内 十束 神父   

上記の各黙想会、費用等のお問い合わせは

「宝塚黙想の家」まで。☎ 0797(84)3111 

 


